
 

 

 

 

大垣院長が 12 月 4 日（木）、北九州市保健福祉局主催の『令和 7 年度 北九州市在宅医療支援

研修事業「在宅医療スタートアップ支援研修」』に参加し、パネルディスカッションに登壇いたしまし

た。 

「在宅医療スタートアップ支援研修」は、北九州市における在宅医療の拡大・普及を目的とした研

修事業です。当日は、北九州市内の開業医をはじめ、病院の院長、ケアマネジャー、訪問看護師、医

療・福祉関係者など、多職種の方々が参加されました。 

パネルディスカッションでは、4名の医師が在宅医療について意見交換を行いました。 

パネリストの先生方が共通して挙げられていた主なポイントは以下のとおりです。 

 

1. 訪問看護師の皆さまの支えがあってこそ在宅医療が成り立っているという感謝の思い 

2. 医師・看護師のみならず、歯科医、薬剤師、ケアマネジャーなど多職種との連携によって、よ

り深みのある在宅医療が実現すること 

3. 複数医師による時間外対応の協力体制が、地域医療を守るうえで重要であること 

 

今回、大垣院長は、健和会大手町病院で救急医として勤務していた際に、ともに救急外来で多く

の患者さんを診察した川本 京子 先生（八幡医師会立はっちい診療所 院長）から直々にご指名を

いただき、パネルディスカッションに参加する貴重な機会を賜りました。心より感謝申し上げます。 

今回得た学びを、今後の在宅医療にも生かしてまいりたいと存じます。 

この度は、貴重な会に参加させていただき、誠にありがとうございました。 


